
 

 

 

 

 

 

 

北海道勤医労、道南勤医労、オホーツク勤医労ではスト回避基準を上回る回答!! 

全日赤、道東勤医労で明日5日にスト決行 

本日11月4日は医労連の秋闘統一回答指定日です。止まらない物価高、灯油代の高騰などで生活がますます厳しくなっているこ

とから、生活を守ることや働くなかまの離職を防ぐことなど、切実な年末一時金要求などを掲げて、各地で団体交渉が行われてい

ます。本日21時30分までに7組織 16法人から年末一時金の回答報告がありました（年間協定の函館中央病院労組を含む）。 

北海道医労連全体の回答状況は、正職員で1.663か月413,813円（前年比-0.107か月、+54,879円）、非正規職員で1.453か月

214,728 円（前年比+0.125 か月、+57,849 円）となりました。まだ全体の回答が出揃っていない状況ですが、正職員では支給率で

は昨年よりも0.107か月下回っている状況です。非正規では、支給率と平均額ともに昨年よりも上回りました。 

全日赤では春から集めた署名を提出した上で本社との交渉に臨みましたが前進回答がなく、全国の単組でスト決行となりました。

北海道では伊達単組で2名での指名スト、旭川単組でもスト突入となります。 

北海道勤医労では、すべての法人で昨年同額の支給という回答でした。ストは回避となりましたが上積みを求めて今後も交渉を

継続します。 

道北勤医労では、薬局法人で昨年同率だったものの、医科法人で昨年比0.1か月プラスとなり、スト回避基準を上回る回答があ

り、スト回避となりました。一方で、介護法人が回答指定日に回答を示さず、単組では抗議文の提出とともに、回答を再度要求し

ました。 

道南勤医労では、薬局法人では昨年同率だったものの、医科法人では1.4か月と昨年比0.3か月増の回答がありスト回避となり

ましたが、過去2年間で大幅に支給率を下げたこともあり、23年秋闘時の水準までは届いていない状況です。 

道東勤医労では昨年実績と同率の回答で、5日の始業時に 108名規模で 1時間のストライキ決行となりました。交渉の中で、次

回の団体交渉の翌日に200名規模の全組合員ストライキの配置も通告しました。 

十勝勤医労では医科法人、薬局法人ともに昨年比0.2か月上回るの2.0か月の回答となりました。また、薬局法人では、超過勤

務手当支給者の労務時間管理及び手当相当額を超過した分の取り扱いについて、手当を超える超過勤務がある場合に当該賃金を支

給する回答を引き出しました。 

オホーツク勤医労では11月2日に回答が出され、正職員1.75か月以上、パート 1.05か月以上、ヘルパー0.875か月以上の回避

基準を設けたところ、正職員1.8か月、パート1.08か月、ヘルパー0.9か月とスト回避基準を上回る回答を引き出しました。 

※行動の報告や写真を書記局まで送ってください。 

 

 

 

 

〒060-0909札幌市東区北９条東１丁目労働センター１Ｆ ☎011-721-6178 📠011-723-0791   


